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生ごみの組成別における臭気の許容レベルについて
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　【目的】生ごみ臭の低減・除去について検討する場合に，どの程度まで臭気を除去すべきか

という許容レベルを把握する必要がある。生ごみ臭は,同じ臭気濃度でも生ごみの保存温度，

含有水分量,経過日数,組成などによって臭気質が異なり1)2)3)許容レベルも異なることが

予想される。そこで,生ごみ臭の臭気質が大きく異なった組成別の生ごみについて許容レベ

ルの検討を行った。

　【方法】生ごみとして,野菜,果物,魚,茶がらの組成別に分けた試料とすべてを混合させた

試料を5 cm程度の長さに切りそろえて密閉容器に入れ,30°Cで３日間保存したものを用いた。

測定に用いた臭気試料のサンプリングは,密閉容器の中へ流量3i./ininの清浄な空気を送り

込み,サンプリングバッグに5j.採取する方法で行った。測定項目は,臭気濃度(においを感

じなくなるまでに要する希釈倍数)，3倍系列で５段階に希釈したサンプルについての強度

評価(6段階評価),不快度評価(６段階評価),その臭気に対する容認の有無についてである。

　【結果】果物以外の組成は強度と不快度の関係が等しく,1つの組成について許容レベルを

強度で求めれば,他の組成の許容レベルも予想できる。果物は,強度が上昇しても不快度は

ほとんど上昇しないことから,不快臭の制御の面における問題が少ない。混合試料で許容レ

ベルを求めた結果,ASHRAEの換気基準として用いられている不快申告率を20％にするには，

強度を1.3にする必要がある。この値から,必要換気量などを求める場合に必要となる臭気

濃度を算出すると,混合試料は6.3,野菜は12,魚は6.1,茶がらは8 .9となることが把握された。
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　【目的】地球規模での環境問題は私達の生活と密接に結びついている。現在、政府間レベ

ルあるいは企業間レベルにおいて環境問題は検討されているが、市民レベルでの参力[1ヵi明

らかではない。そこで各家庭、市民が具体的に環境整備に役立つことのできる方法があれ

ばとの考えから、｢身近な環境整備｣をテーマに調査、研究を始めた。その手始めとして、

家庭から発生したごみの計量調査を実施し、その実体を知ることを目的とした。

　【方法】文京区在住の53名の女性に１週間の家庭ごみ計量調査を依頼した。計量記入のた

め、可燃ごみ10種類、分別ごみ９種類に分類した用紙を調査協力者に配付し、重量をlOg

精度で記入し、該当する処理方法を選択してもらった。

　【結果】①１人１日あたりの家庭ごみ発生量が見出された。②発生した家庭ごみの重量比

と容積比が求められた。③家族人数別、年代別、職業別による発生量の相違が得られた。

④ごみ処理方法選択により得られたリサイクル状況については、一戸建て住宅居住者と集

合住宅居住者との相違、専業主婦と有職者との相違が得られた。これらについて詳述する。
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